
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜１２月の教育活動予定＞         新人兼県民総合スポーツ大会県大会結果 

卓球女子団体戦ベスト１６ 

  １回戦 対 大宮北中   ③ － １  

  ２回戦 対 川越初雁中  ③ － ２ 

  ３回戦 対 坂戸住吉中  ２ － ③ 

 

卓球女子シングルス 

 野方寧  々２回戦（ベスト６４） 

 
 １１月２日（月） 非行防止教室「あおぞら」 
   １，２年生を対象に、情報 

モラル教育を行いました。 
 被害者にも加害者にもなら 
ないために、パソコン・スマ 
ホ等に、①個人情報を書き込 
まない ②知らない人に会わ 
ない ③人を傷つけない      体育館での様子 

④軽はずみな内容を書き込ま 
ない そして、「よく考える」「ルールを守る」ことを学び  
ました。 
 

１１月６日（金） １年校外学習「環境科学国際センター」 
 今回の校外学習は、協調性 
や責任感を養い、マナー・モ 
ラルを身に付けるねらいをも 
って行いました。行き帰りの 
自転車での移動や現地での班 
行動もしっかりでき、有意義 
な学習となりました。スキー 
教室の成功にもつなげましょう。  入館前の学年集合写真 

 
１１月１５日（日） 吹奏楽部 花久の里「庭園まつり」 

 およそ３０分の演奏時間で 
６曲披露することができまし 
た。地域の方々にも大変よろ 
こんでいただきました。 
 コロナ禍の中、地域での活 
動が難しくなっている昨今で 
すが、良い機会となりました。   演奏後の記念写真 
 

１１月２６日（木） ゆりのき校外学習 
 霧の深い朝となりましたが、 
６人の生徒と引率教員３人は 
元気に出発し、さきたま古墳 
公園や古代蓮の里で、はにわ 
作り等の体験活動や資料館の 
見学を通して、社会性やマナ 
ーを学ぶことができました。  さきたま史跡の博物館にて 

 
１１月３０日（月）～１２月９日（水） 川里中人権週間 
人権週間のねらいとして、①人権感覚を養い、人権尊重の   

態度や行動のとれる生徒の育成 ②思いやりの心をもち、自  
他の命を大切にする心豊かな生徒の育成 を掲げています。 
今年度は、「世界のコロナ禍に生きて」をメインテーマと 

 して、道徳の授業や「川里中夢言葉」に取り組みます。 

月 曜 行 事 等 
部活動 

朝 放 

12/1 火 特別日課 川里中人権週間(１１/３０～12/9) × × 

 2 水 特別日課 専門委員会⑥ × × 

3 木 期末テスト 第２回学校評議員会 14:30～ × × 

4 金 期末テスト × ○ 

5 土 市Ｐ連スポーツ大会（中止）   

6 日 北辰テスト⑦   

7 月 全校朝会 × ○ 

8 火 木曜日課 ○ ○ 

9 水  ○ ○ 

10 木 

火曜日課 口座振替日 

１年保護者会・スキー説明会❻ 

２年保護者会・校外学習説明会❺ 

３年三者面談（４時間）１日目 

× × 

11 金 ３年三者面談（４時間）２日目 ○ ○ 

12 土    

13 日    

14 月 
３年三者面談（４時間）３日目 

学年朝会 
○ ○ 

15 火 ３年三者面談（４時間）４日目 ○ ○ 

16 水  × × 

17 木  ○ ○ 

18 金 ２年校外学習（川越）→延期 ○ ○ 

19 土    

20 日    

21 月  ○ ○ 

22 火 なかよし発表会（ゆりのき）❺ ○ ○ 

23 水 期末短縮 給食最終日 × ○ 

24 木 期末短縮 × ○ 

25 金 第２学期終業式 ３年通知書配付 × × 

26 土 冬季休業日（～1/4）   

27 日    

28 月 ３年通知書受領書提出   

29 火 年末休業日（～３１） × × 

30 水  × × 

31 木  × × 

＜１月中旬までの主な行事予定＞ 
 
  1日（金）元日 年始休業日（～３） 
  5日（火）第３学期始業式 
  6日（水）給食開始 Ⅲ期時間割開始予定 身体計測（～８） 
11日（月）成人の日 
12日（火）木曜日課 ３年第３回南部テスト 
       避難訓練❻ 口座振替日 
13日（水）特別日課（月❶～❺＋水❻） 専門委員会⑦ 
14日（木）学年朝会 火曜日課 
17日（日）１年スキー教室（～19） 
20日（水）１年振替休業日 
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考え・議論する道徳を目指しています 

校長 小嶋 和一 

 

早いもので、今年も残すところ１ケ月あまりとなりました。新型コロナウイルス感染終息の気配は

見えず、乾燥した空気で感染はさらに広がりやすいと聞き、心配は募るばかりです。学校でも換気と

加湿に気を付けながら感染防止に努めてまいります。 

 

 さて、保護者の皆様は、中学校の時に行った道徳の授業について覚えていらっしゃいますか。ま

た、道徳の授業についてどんなイメージをおもちですか。「主人公の気持ちを聞かれたり、国語の授

業のようだった」、「先生のお説教のような時間だった」など、あまりいいイメージで語られること

がない道徳。そもそも終戦後に生まれた「道徳」は、戦前、国民を戦争に駆り立てた「修身」と同一

視され、批判されることもありました。 

 現在、道徳は「特別の教科 道徳」として、平成３１年４月より教科化されました。そして、数字

による評定はありませんが、通知表でも文章表記で評価することとなりました。 

それ以上に従来の道徳と変わることは、「考え・議論する道徳」が求められたことです。様々な場

面において「自分ならどうするか」を考え、他者の意見を聞きながら自分の意見との相違を見つけ、

自分と違う考え方を知るとともに、他者の意見をもとに自分の考えをさらに深めていくことが、道徳

の授業に求められました。 

 

 口で言うのは簡単ですが、そういった授業を創りだすことは簡単にはできません。私たち教員は、

教科化の理念に少しでも近づくよう、日々の実践を行っています。その一環として、私も各クラスを

回って授業を行い、よりよい道徳の授業を目指して先生方と語り合っています。すでに２、３年生の

クラスで授業を実施し、１２月は１年生の３クラスで授業を行う予定です。 

 

 本校は、月曜日の１時間目に道徳の授業があります。ご家庭でも「今日の道徳はどんな話をやった

の？」、「どんなことを思ったの？」と、話題にしていただけたらと思います。 

思春期真っ只中の中学生は、心と体が劇的に変化し、自分を取り巻くすべてのことに悩み、日々葛

藤する時期です。子供たちは、私たちが考えている以上に「いかに生きるべきか」を考えています。 

道徳の授業をはじめ、話題になっている映画やドラマ、本などを共通の話題として子供たちの考え

方を聞き、人生の先輩としてアドバイスをしていただけたらと思います。 

https://kawasato-j-konosu.edumap.jp/

